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インダストリー4.0におけるマルチチャンネル ADC

によるマシン・コンディション・モニタリング 2020年 4月 

1 詳しくはこちら：https://www.teledyne-e2v.com/products/semiconductors/adc/ 

Teledyne e2vの高機能 EV10AQ190Aチップは、ビデオ・イメージング・システムの評価に使用するデ

ータ収集ボードに欠かせないデバイスです。 

 

「様々なアプリケーションをこの 1種類の ADC製品のみで実現できるので、とても便利です」Teledyne 

e2vのマーク・スタックラーは語ります。 
 
 

工場現場では、重要な機器の故障や経年劣化に伴う動

作性能の劣化に備えるための効果的な対策やそのため

のフレームワークが必要です。そうした対策やフレー

ムワークによって、ダウンタイムの影響を緩和でき、

結果として工場や生産プラントの運転を継続できるた

め、スループットが最大化できます。また、生産する

製品の品質を保つことにもつながります。これまでは、

定期的なメンテナンスをすることで、こうした点を確

保してきました。しかしこれにはコストと時間がかか

ります。 

 

IoTを活用するインダストリー4.0の時代となった現在

では、キーとなる動作データの取得が容易になりまし

た。そのため、今後は複雑なシステムの健全さを徹底

的に評価するためのより効率的な方法が確立されてい

くでしょう。マシン・コンディション・モニタリング

（MCM）の出現により、装置に関する連続ストリーム・

データがリアルタイムに提供できるようになったこと

は、製造業界で高く評価されています。データに基づ

いてメンテナンスの必要な時期や場所を特定できるよ

うになり、取るべき対策は従来の予防のためのものか

ら予測によるものへと移行しています。 

MCM により損傷の進行が早い箇所が特定できるため、

実際に故障する前に必要な部品を交換しておくことが

できます。つまり、投資した最先端の電子システムの

動作寿命を延長することが可能になり、予定外の修理

作業による中断を避けることもでき、なおかつ日々の

運転コストも低減できるのです。さらに、機器の故障

が無くなれば労働者の被災も避けられるでしょう。以

下で紹介するのは、生産工場におけるマシン・ビジョ

ン・システムの運転時間を検証する目的で MCM を実

施している事例です。 

台北にある ZKey Technologyは、大きな成功を収めて

いる設計サービス会社です。オーダーメード型ハード

ウェア・ソリューションの提供を通じて、顧客の複雑

多岐にわたるニーズに対応しています。提供するソリ

ューションの大部分は、先進的なプログラマブルロジ

ックデバイスとそれに伴うファームウェアに基づいて

います。2018 年半ばに、ZKey は主要なシステムイン

テグレーション企業から誘いを受けて大規模な MCM

プロジェクトに関わることになり、必要なデータ収集

装置の開発と供給を担当することになりました。 

マシンビジョンに組み込むイメージセンサーの性能パ

ラメータは、経年劣化により解像度、コントラスト、

ノイズレベルなどが影響を受けます。こうした劣化に

対処しなければ、製品品質の問題を見逃す可能性を高

めることになります（そしてバッチ全体を破棄する必

要性も生じさせるかもしれません）。あるいは動作上

の深刻な状況に十分に早く対処できないなどの事態に

つながることもあります。結果として、ダウンタイム

のコストがかかり、人的な安全性が危険にさらされる

恐れもあります。  
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ZKeyが関わることになったこのプロジェクトでは、シ

リアルデータ・インターフェース（SDI）信号を収集し

て処理する必要がありました。この SDI 信号は、マシ

ンビジョン・システムのイメージセンサーが持つ機能

特性に関するものです。これにより、データと予測さ

れる動作プロファイルと照らし合わせて異常を特定す

ることで、システムの健全性を判定できます。 

アナログ信号の取得には、ZKeyのエンジニアリング部

門が開発するカスタムメイドのデータ収集ボードを使

用することにしました。高サンプリングレートのデー

タ変換 ICをこのボードに搭載し、受信データをデジタ

ルストリームへと変換します。こうすることで、処理

後に詳細な分析が可能になるのです。また、工場の環

境をみるとデータ収集ボード（および構成要素となる

電子機器）は常に振動や極端な温度にさらされるため、

かなりの頑健性が要求されることがわかりました。

様々なベンダーのアナログデジタル変換器（ADC）を

長期間にわたり検討した結果、サンプリングレートが

5GHzの Teledyne e2vが提供する EV10AQ190A が、

ZKeyが構成するMCMデータ収集ボードの中心部に搭

載されることになりました。 

Teledyne e2vがこのプロジェクトに関わり始めたのは、

2019年春にさかのぼります。最初のコンサルテーショ

ンは台湾の代理店と行い、その後、社内の技術スタッ

フと直接検討を行いました。創業から 70年、Teledyne 

e2v は産業センシングとモニタリング（IS&M）の分野

で数多くの実績を積み上げており、（構成品レベルで

もサブシステムレベルでも）最先端の技術を導入し続

けています。幾多の IS&M の導入を世界中で進めるう

えで重要な役割を果たしてきた背景もあって、

EV10AQ190A ADC は非常によく使われる製品なので

す。この小型でデジタル・プログラマブルな 10ビット・

クアッドチャネルデバイスは、試験装置や計装への導

入のために高度に最適化されており、業界の先進的な

シグナル・インテグリティ標準に対応しています。フ

ルスピードでは、68dBc のスプリアスフリー・ダイナ

ミックレンジ（SFDR）と 1 x 1016のビットエラーレ

ート（BER）を実現します。クアッドチャネルモード

においても 53dB という高い信号対ノイズ比（SNR）

を保ち、チャネル間のアイソレーションは 60dB以上で、

取得したデータの品質がクロストークによって損なわ

れることを防ぎます。 

 

図 1：Teledyne e2vの EV10AQ190A ADC 

EV10AQ190A ADCでは、毎秒 1.25ギガサンプルのサ

ンプリングレートでのクアッドチャネル動作をサポー

トしています。SPIインターフェースを使用してインタ

ーリーブする場合でも、組み込みのクロスポイントス

イッチによって各チャネルペアが 1 チャネルあたり毎

秒 2.5 ギガサンプルまたは毎秒 5 ギガサンプルのレー

トで動作します。データはこれらのデバイスを介して

ZKeyのボードで受信され、デジタル信号へと変換され

ます。各ボードの ADCは、対応する FPGAにデジタル

信号を送り込み、初期処理が実行されます。使用する

ハイエンドの FPGA チップには、それぞれ約 700,000

個のロジックセルと 10 メガバイトの組み込み RAM、

そして拡張デジタル信号プロセッシング（DSP）リソ

ースが搭載されています。 

MSM のランタイム検証試験は連続して実施されるた

め、データ収集ボードの長期動作が確実に確保される

必要がありました。EV10AQ190A ADCの平均故障間隔

（MTBF）の数値は業界トップレベルであり、このこと

が ZKey のエンジニアに対して長期動作が確保できる

との信頼感を与えました。厳しい工業環境に適合して

おり、動作温度は 110°Cまで対応します。 

 

図 2：MCM収集ボードを実装したシステムのブロック図  
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ZKeyのエンジニアチームでは、他のアナログ・混合信

号 ICベンダーのソリューションも検討していましたが、

本プロジェクトの設計においては EV10AQ190A だけ

が満足のいく仕様を提示していました。決め手となっ

たのは、各 ADCに組み込んだクロスポイントスイッチ

により、使用するチャネル数をダイナミックに変更で

きることでした。 

貴重なボードのスペースを節約し材料コスト全体を削

減するほかにも、様々な利点があります。EV10AQ190A

ではプラットフォームアプローチをとることができま

す（1 コアの設計を多くの異なるモデルに適用できま

す）。このアプローチにより、クライアントによる試

験の実施方法に関して、ZKeyエンジニアに大きな自由

度がもたらされます。その結果、データ収集システム

の基礎として同じ ICを使用しながら、シングルチャネ

ルからクアッドチャネル動作への移行が簡単にできる

のです。ZKeyのチーフアーキテクトであるケビン・チ

ャンはこう説明しています。「この特性によって、私

たちは 4 つのチャネルを低いサンプリングレートで動

作させるか、あるいは 1 つのチャネルをより高速なレ

ートで動作させるか、切り替えることができます。こ

うすることで性能要求の記載事項に適合することが可

能なため、システム自体を根本から改変する必要はな

いのです。」 

この結果、本プロジェクトの全開発プロセスは劇的に

短くなり、付随するロジスティクスも非常にシンプル

になりました。また、ZKeyのデータ収集機器がもつ将

来性も証明されたため、さらに広がる新たな用途の基

準にも十分に対応できる見込みがあります。「様々な

構成を1種類のADC製品のみで実現できるので、ZKey

だけでなく他の多くのお客様にも非常に有効です」

Teledyne e2vで APAC地域を担当するセールス・アプ

リケーションエンジニアのマーク・スタックラーは語

ります。「1 種類のサブシステムを配置するだけで、

異なるチャネル要求に対応でき、ハードウェアの複雑

さを最小限にしながら、設計の再利用をさらに進める

ことができます。」 

ZKeyはすでに、システムインテグレーションクライア

ントから多くのオーダーを受けています。その数は年

間 2,000 個ほどのデータ収集ボードに相当します。こ

れに加え、他の領域にもこのデータ収集ボードを適用

しようと、機会をうかがっているところです。Teledyne 

e2v は現在、多くの支持を得ている EV10AQ190 に加

え、工業、テレコミュニケーション、航空電子工学、

宇宙、防衛の分野で、より新しい EV12AQ60x ADC シ

リーズに対する引き合いを多く受けています。このシ

リーズは EV10AQ190 と同様の特性を持ちながら、12

ビットの解像度と（内蔵のシリアル I/Oによる）より小

さなフットプリントを実現しています。1チャネルでは

毎秒 6.4ギガサンプル、2チャネルでは毎秒 3.2ギガサ

ンプル、クアッドチャネルモードでは毎秒 1.6 ギガサ

ンプルをサポートします。 

Teledyne e2vはお客様の IS&Mプロジェクトをサポー

トします。詳しくは以下のサイトをご覧ください：

https://www.teledyne-e2v.com/contact-us/ 

 

 

お問い合わせはこちら： 

マーク・スタックラー、 

セールス＆アプリケーションエンジニア、APAC 

セミコンダクター 

Marc.Stackler@Teledyne.com 

 

お問い合わせはこちら： 

ユキ・チェン、 

マーケティング＆コミュニケーションマネージャー、APAC 

Yuki.Chan@Teledyne.com 
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